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河口干潟のアイアシ群集に関する植物社会学的研究
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Phytosociological　study　of　the　Phaceluruetum　Iatifolii　in　the　tideland　estuary．　Keiichi　Ohno

（Graduate　School　of　Environment　and　Information　Sciences，　Yokoharna　National　University，

Yokohama　240－8501，　Japanン．　Papers　in　Colnmemoration　of　Pro£　Dr．　Shigetoshi　Okudals

Retirement：Studies　on　the　Vegetation　of　Alluvial　Plains，　61－68，　2001．

　　In　this　study，　based　on　anaiytical　results　of　the　phytosociological　stu（iy　and　ecoIogicaI

researc簸　results　of　studies　regarding　the　distributional　chracteristics　of　the　」Pんαc2Zμrμs

Zαのb伽scommunity　and　environmental　factors　of　its　habitat，　a　vegetation　taxonomic　system

of　this　community　was　reviewed．　Ecological　research　results　in　Koaliro　in　the　Miura

Peninsula，　Kanagawa　Prefecture，　it　was　clarif1ed　that　PんαcεZμrμs　Zα亡びbZε昆s　is　salt　marsh

vegetation　whose　community　grows　in　Iocations　in　such　as　tideIand　estuaries　in　aeroblc　soil

conditions　in　brackish　water　areas．　An　examination　and　comparison　of　data　regarding　the

∫）んαc〔～Zμrμs　Zα亡畝）Z‘μs　cornrnunity　dernonstrated　that　in　relation　to　Phacelurueturn　latifol三i，

Pんαcε如rμsZαのb伽s　was　the　character－species．　As　lower　units　of　this　association，　five

subassociations　were　newly　distinguished，　In　addition，　each　subassociation　was　respectively

divlded　into　typical　variants　and　variants　of　Pんrαg漉亡θs　in　the　lower　order．　As　the　upper

unit　of　the　PhaceIuruetum　latifolii，　a　new　alliance　with　Phaceluro　latifo韮i－Phragmition　was

recognized　that　determined　the　arrangernent　of　salt　mar曲vegetation　occurring　on　tidelands

having　aerobic　soil　conditions．

Key　words：brackish　water，

vegetation，　t重deland

Phaceluruetum　latifolii，　phytosociologicai　study，　salt　marsh

は　じ　め　に

　アイアシ　（Pんαoθ伽拐s♂磁ノ～）♂‘μs（Steud．）Ohwi）は

ヨシに似たやや大型のイネ科の多年草で，東アジアに分

布する塩生植物である．日本では，九州から北海道にか

けて，とくに河口域など汽水的環境下にある干潟後背の

砂泥堆積地に群生する．アイアシ属は世界に4種存在す

るが（大井1983），そのうち地中海沿岸に分布する

Plzαcぬ剛s読gあα加sは，日本のアイアシと異なり，

CakileteaやAmmophileteaなどの海岸砂丘植生の随伴

種として混生している（｝｛orvat，　Glavac＆Ellenberg

1974）．

　日本の干潟に優占群落を形成するアイアシを研究対象

として，植物社会学的な植生分類を最初に行ったのは宮

脇ら（Miyawaki＆Okuda　1972）で，彼らは，東京都

と神奈川県の行政境を流れる多摩川河口付近の河岸に生

育するアイアシ優占群落をアイアシ群集：
Phaceluruetum　latifolii　Miyawaki　et　Okuda　i　972とし

て記載した．．その際彼らはアイアシ群集をヨシ群団：

Phragmition　W．　Koch　l　926，ヨシオーダー：

Phragmitetalia　Tx．　et　Preising　l　942，ヨシクラス：

Phragmitetea　Tx．　et　Preising　l　942に位置づけている．

このアイアシ群集がヨシ群団に所属するとの考え方は他

の研究者においても同様である（尼川編1975，大場

1980，宮脇・奥田1990，宮脇ほか1994）．

　アイアシ群集は，東京都多摩川で記載されてからこれ

までに，千葉県小櫃川（宮脇ほか1975，奥田1978），

福岡県遠賀川や同長峡川（尼川編1975，宮脇編1981），

長崎県や熊本県（伊藤ほか1981，宮脇編1981），そし

て神奈川県三浦半島南西部に位置する小網代（大野

2000）など，関東南部および九州中北部から報告され

ている．

　これまでのアイアシに関する研究は植物社会学的な植

生分類が中心で，アイアシ群集の成立立地と環境要因の

関係を論じた植生生態的研究は少ない．例えば宮脇ほか

（1975）や奥田（1978）は，多摩川河口干潟におけるア

イアシ群集の生育立地を塩沼植生の分布配列の中で示す

にとどまっている．また尼川編（1975）は，アイアシ

の分布領域を塩分濃度と土壌水分との関係を模式図で表

しているが，塩分濃度などの測定など具体的な数値は示

していない．
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　こうした状況のなか，横山ら（Yokoyama　et　al．2000，

大野2000，横山2001）は，三浦半島小網代において，

微地形と各植生単位の関係解析，干潟の植生図化，潮汐

と冠水頻度および地下水位の変動の観察，土壌溶液の塩

分濃度の測定，土壌構造の解析などの調査を行い，アイ

アシ群集とその隣接群落：であるヨシ群落およびシオクグ

群集：Caricetum　scaburifoliae　Miyawaki　et　Ohba　i　969

との間にみられる植生の帯状配列や「すみわけ」を規定

する環境要因に関する研究を行っている．

本研究では，アイアシ群集およびその植生体系に関す

る既発表資料と筆者らが新たに得た植生調査資料を用い

て群落組成表を作成し，各地の河［コ干潟に分布するアイ

アシ優占群落の種組成の比較を行った．さらに本丁では，

アイアシ群落の植物社会学的解析結果と，アイアシの生

態や立地特性に関する最新の生態学的硯究成果を踏まえ

た上で，アイアシ群集の植生分類体系について再検討を

行った．

調　査　地　の　概　要

　アイアシ群集の植生分類体系の再検討のために，今回

新たに植物社会学的植生調査を行った地点は．アイアシ

群集の原記載地である棄京都および神奈川県の境を流れ

る多摩川，大分県の八坂川，佐賀県の筑後川，六角川，

塩田川など5箇所である．研究対象であるアイアシが優

賦する植分は，いずれも門門渕の河口付近において砂泥

の堆積により形成された干潟の後背に位置するいわゆる

後浜と称するマウンド状に盛り上がった微高地や高水敷

に生育する．またアイアシ群集の前面にはナガミノオニ

シバ群集：Zoysietum　sinicae　laponicae　Miyawaki　et

Ohba　l　969やフクド群集：Artemisietum　fukudo　Mi－

yawaki　et　Ohba　l969などの塩沼植生やシオクグ群集

やヨシ群落など汽水性の軍水植物群落が分布することが

多い．

調　査　方　法

植生調査
　筆者らは，関東南部および九州中北部に発達する河口

干潟において植生調査を実施し，今回新たにアイアシ群

集に関する資料を得た．調査地となった多摩川など各河

川の河口干潟における植生調査は，植物社会学的手法

（Blaun－Blanquet　1964）を用いて行った．後浜干潟にお

いて植生の帯状配列が形成された所ではうイントランゼ

クトとハンドレベルを用いて簡易測量を行い，微地形の

変化を図化するとともに各植生帯の中心に調査区を設置

し植生調査を行った．この結果アイアシ優占植分に設

置した調査区において，東京都多摩川で7箇所，大分県

八坂川で3箇所，佐賀県筑後川でi箇所，岡六角川で4

箇所同塩田川で1箇所の計16の植生調査資料が得られ

た（Table　l）．

文献調査
　植生調査に並行して筆者らは，全国に分布するアイア

シ群集の種組成の比較と植生分類体系の再検討のため，

アイアシ群集を記載した既発表資料（Miyawaki＆

Okuda玉972，宮脇ほか1975，尼川編1975，奥田

1978，伊藤ほか198i，宮脇編1981，大野2000）の

収集を行った．これら文献資料の中からアイアシ群集に

関わる合計42の植生調査資料が抽出された（Table　l）．

Table　I．　The　location　and　the　source　of　data　used　for　the　synthetic　table　（Table　2）．

No．　　1＿ocation Reference

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

判

壌2

13

14

15

τama　R．（Ohta－ku，τokyo）

τama　R．（Ohat－ku，τokyo）

Obi穏R．（Kisarazu－shi，　Chあa）

K◎句iro（Miura　Peninsula，　Ka酒agawa）

0目ga殺、（Fし」ku◎ka）

Chyokyo　R．（lkuhash卜shi，　Fukuoka）

Harai　R．（Ikuhashi－shi，ドukuoka）

Yasaka　R．（Kituk卜shi，　Oita）

Chikugo　R。（Chiyoda－machi，　Saga）

Rokkaku　R．（Fukut◎mi－machi，　Saga）

Shiota　R．（Kashima－shi，　Saga）

Makishima（Nagasak卜shi，　Nagasa駄i）

Nishisom－mac錨（Nagasaki－shi，　Nagasaki）

Maeshima（Matushima－machi，　Kumamot◎）

Tomioka（Reihokrrnachi，　Kumamoto）

Miyawaki＆Okuda（1972）

Original　data

醗iyawaki　et　al．（1975）

Original　data

Amakawa　ed．（1975）

Amakawa　ed．（1975）

Amakawa　ed．（1975）

Original　data

Original　data

Original　data

Original　data

It◎h　et　al．（198肇）

It◎he毛a［．（198壌）

韮toh　et　a［．（1981）

置toh　et　al．（1981）
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Fig．1．　Zonation　of　vegetation　under　the　brackish－water　environment　in　the王くoaliro　tideland　in　the　Miura

　　　Peninsula，　Kanagawa　Prefecture，　semi－schematlc　and　not　draw　to　scale．　After　Ohno（2000）and

　　　Yokoyama　（2001），　modified．

　　　1　竺Pんrα91η詫θsαμs亡rα距scommunity　of　the　tidelandls　margin

　　　2　竺Cariceturn　scabrifoliae

　　　3　＝Phaceluruetum　latifol1i

　　　4＝1）んrαgη漉2sα昆sむrαZ‘s　community　of　the　tide｝and「s　back　marsh
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Fig．2．　Salinity　in　the　soil　solution　of　the　habitat

　　　of　each　vegetated　area　of　the　Pんrα9ητ詫θε

　　　α昆sむrαZごs　community　of　the　tidelandls
　　　margin（目），　Caricetum　scabrifoliae（○），

　　　Phaceluruetum　　　Iatifolii　（㊨），　　　and

　　　Pんrαgrn誌θs　αμs亡rαZごs　community　of　the

　　　tidelandls　back　marsh　（圏）in　Koaliro．

　　　Squares　and　circles　and　vertical　bars

　　　show　means　and　standard　deviation，
　　　respectively．　　These　　values　were
　　　ca正culated　based　on　the　data　measured
　　　rnonthly　for　one　year，　and　during　ebb　tide

　　　in・the　spring，　　After　Ohno　（2000），

　　　modified．

群集組成表および総合常在度表の作成

　植生調査および文献調査により得たアイアシ群集に関

する合計58の植生調査資料を用いて群集組成表が作成

された．さらに，この群集組成表を変群集レベルでまと

めた総合常在度表（Table　2）が作成された．

結　果　と　考　察

アイアシ群集の分布特性

　はじめにも述べた様に，横山らが三浦半島小網代で

行った干潟植生の分布特性に関わる生態学的研究におい

て，干潟に生育する各植生単位の間の明瞭な分布境界と

帯状配列が形成される要因が明らかにされている

（Yokoyama　et　al．2000，大野2000，横山200D．こ

れらの研究成果から考えられるアイアシ群集の生態と立

地特性を以下に記した．

　横山らの研究では，前浜干潟に接した前縁のヨシ群落

とアイアシ群集の分布境界が大潮平均高潮線にあるとし

ている（Fig．1）が，これはアイアシ群集の成立立地が，

満潮時にも冠水することのない大潮平均高潮線以上の場

所に限られていることを示唆している．

　またアイアシ群集と後背湿地の淡水性ヨシ群落との間

にも「すみわけ」的な分布境界がみられるが，これは双
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　　　Table　2．　Synthetic　table　of　the　Phaceluruetum　Iatifolii．

A：artemisietosum　f㍉1装udo　B：caricietosum　scabrifoliae　C：typicurn　　　　　　　　D：bniceretosum　japollicae　B：rumlcetosum　japonici
　a：typicai　variant　　　　　　　　a＝typica】varjant　　　　　　　　　a：芝yplca】var1ant　　　　　　　　a＝tylcal　varlan芝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a：typIcal　variaηt
　b：variant　of　Pんrα9遅η3琵e8　b：variant　ofノ＝）んrα9μη3詫θs　b：variant　of　Pんrα9αrη琵召8　b：var1ant　of　Pんrα9αr氾詫es　　b：variant　of∫）1Lrα9μr氾詫θs

Association

Subassociatio員

Va㎡ant

Colum員No．

Loca之ion＊

・Number　of【eleves

　Mean　number　of　s　ecies

群集

二毛集

変群集

列番号

甥査地

調壷乱数
平均出現忌数

Phacelurueturn latifoiii
A B C D E

a b a b a b a b a b

葦 2 3 4 5 6 7 8 9 10

6．7 6 3 3，4．5 4，5．6 2，3．4 4 4 1 1

8．10 5，8．9

12」3 葉0．11

1415
2

3

1

3

1

2

7

3

16
1

17

2

2

5

3

9

4
13

5

11

Character　species　of　Phaceluruoセロm＆

Ph3celuro　Ia婿fo弱トρh閉gm忙ion

　月り∂σθ如ノロ3毎嵌7〃雄

D；ffe「ential　speoies　o薪subassρA

　鴻κθη7溶なん舶σb

　乙〃η0〃勘η加始8り〃㎝

　鴻5飴r吻0〃昌昌

Differgntial　species　of　sub3ss3B

　oθ酬30∂δ威》加

D府eren之lal　species　of　subass3D

　乙0〃必θ個」8ゆ0〃わ8

　陥fθ〃を7痴η乃〃η吻

　ハ〃㌍θやρ5愈ムノ智吻θ伽σ磁7加

Differential　spocies　of　s秘bass畢一E

　鴻吻敏ん∂5勿加
　魚7ηθX鈎ρ0〃房〃5

　6物θ〃qρ00伽励8〃めm5わ肋5

　価加θXσ0鰯0〃7θ紹如5

　α7θηρρ0｛ガ㎜8加州

　ノ15fβア5μわ編出5

　瀦8ηρツπ⊃ηお醜〃訪必η58va乳〃ヨη5必η5

Differ3ntial　specios　of　va㎡ant＆

C｝田r8cter　8POG絶δof　Phr89π1詑etalb＆Phr8grn琵etea

　働的即加58μ5な8姶
CompanlonS

　5ヒ》〃幽即8鵬5励8

　乙0〃ωη〃7μ脚0㎜

　石伽κ7〃5ωη8〃θη3な

　陥〃ご380ノ均ρρ〃Aσ3

　Aφγ鷹η酌θ5癖σ〃㊨1

　ρoββ〃2岬

　βた酒θρ3ノ｝oη6b58

A々ψた班8mθ劾ガ

　ρ0伽0〃切η8y酒0μ加m

　β短〃1｛！3σ8酌3廊〃3

　陥758π7〃鰯0雌

　ρゆ惚0η㎜メ葦ρ0〃治切η

　働θ朋！狛1b謡曲

　4月悟〃な向ρ〃70θρ5

　加ρθ朋オ8醐η齢8va乳肋θηなか
　乙y6励刀肋0／77わ〃b〃切77

　ρ8θdθ廟5σβ〃db〃5　var．〃78加ノ

　バゆ侮X則δσ0κ的細

　ηρ乃88卿5旧師
　4斥θか∫3ぐ酬hβ萄

　Ooo6ぬ50ノわ’bσ融目詰

　ρθ惚0〃〃η5θη惚OS〃〃7

　鴻辞肋。θ融ノ18ρo〃わθ

　晦π〃7σ∂〃8d切75な

　0θ僧3点ρ励み。わ5亡θo肋5var㌔8卿5酵b加励

　βθσ㎞∂〃瘤5γ劃険晦肋θ

538物∂加酬伽8

アイァシ群集標徴種及び

アイアシーヨシ群団標徴穫

　アイアシ

亜群集一Aの区分種

　フクド

　ハマサジ

　ウラギク

亜群集一Bの区分種

　シ才クグ

亜群集一Dの区分種

　スイカズラ

　フジ

　ノブドウ

亜群集一Eの区分種

24需5　15 15　V4－5　V4－5・V5 25 35 44冊5　V5

2＋　　13

11　　・

11　　・

・

●

願 齢

・

◎

■

．

・

・

■

。

畠

　ホコガタアカザ

　ギシギシ

　ケアリタソウ

　アレチギシギシ

　シロザ

　ホウキギク

カモジグサ

変群集区分種及び
ヨシオーダー，ヨシクラス標徴穫

　ヨシ

鑓伴種

　セイタカアワダチソウ

　ネズミムギ

　オオアレチノギク

　トウオウバコ

　ヒナタイノコズチ

　スズメノカタビラ

　アメリカセンダングサ

　ホソバノハマアカザ

　ミチヤナギ

　イヌムギ

　ノイバラ

　シロバナサクラタデ

　クズ

ヨモギ

　チガヤ

　クコ

　ヘクソカズラ

　ハマアカザ

　ヒメガマ

　アケビ

　アオツヅラフジ

　ママ⊇ノシリヌグイ

キンミズヒキ

　ヒメムカシヨモギ

ミミナグサ

カズノ⊇グサ

　ハマツメクサ

・

，

．

．

．

●

・

，

唖

齢

曾

■

．

願

．

・

，

翻

．

2＋需1　3＋『1

2＋一菅2＋
・　　　3＋幽

”
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＊Looation　No．1－15，　as　i轟τable　1，

方の生育地の土壌環境に規定されている．すなわち，ヨ

シ群落は，地下水が高く地表にまで水が滲出し湿地やし

ぼしぼ冠水する抽水域など，土壌環境が嫌気的な立地に

生育しているのに対し，アイアシ群集は，地下水位が地

表面に達することのない土壌環境は常時好気的状態にあ

る立地に生育している．

　　この様なヨシ群落とアイアシ群集の「すみわけ」は地

下部においてもみられ，アイアシの根茎は地表から

10－20cmの深さに集中しているのに対し，ヨシの根茎は

地下水の充満したシルト質から粘土質の土壌層（小網代

では深さ30－60cm以下に出現）に拡がっていることが明

らかにされている（Yokoyama　et　al．2000，大野2000，



横山2001）．

　ところで，アイアシ群集の生育地の土壌環境は好気的

だけでなく，塩分濃度が高く常に汽水的状態にある（大

野2000）．小網代のアイアシ群集の生育地の場合，土壌

中の塩分濃度の標準偏差は最小4．4％oから最大18．2％・の

範囲のいわゆる汽水的環境下にあることが明らかにされ

ている（Fig．2）．このようにアイアシ群集の立地が汽水

的環境下にあることは，セイタカアワダチソウやオギな

ど競争力の強い内陸性の多年性草本植物の侵入の妨げと

なり，アイアシ群集の存続に有利に作用していると考え

られる．

　以上のことから，アイアシ群集の分布特性を干潟に同

所的に分布するヨシ群落のそれと比較した場合，ヨシ群

落は，汽水的および淡水的域の嫌気的土壌環境下の立地

に生育する雪水植物群落であるのに対し，アイアシ群集

は，汽水的かつ好気的土壌環境の立地が形成された河口

干潟を生育地とする塩生植生とみることができる．

植生単位
　アイアシ群集に関わる既発表資料および筆者らが新た

に得た植生調査資料を用いて群集組成表および総合常在

度表（Table　2）を作成し表操作を行った結果，下記の

植生単位が識別された．

1。アイアシ群集

　Phaceluruetum　latifolil　Miyawaki　et　Ol〈uda　1972

　アイアシ群集に関わる植生調査資料を用いて群集組成

表および総合常在度表（Table　2）を作成した結果，今

國識別したアイアシ群集は，既存のアイアシ群集と同様

に，アイアシを唯一の標徴種とする群集単位であること

が再確認された．さらに，今回新たにアイアシ群集の下

位単位として，フクド亜群集，シオクグ亜群集，典型亜

群集，スイカズラ亜群集，ギシギシ亜群集など5つの亜

群集がi識別された（Table　2）．

　アイアシ群集の原記載（Miyawaki＆Okuda　l　972）で

は命名上の範型が指定されていなかった．そこで本研究

では，植物社会学命名規約（Barl（man　et　al．1976，

1986）に従い，原記載地の多摩川の植生調査資料を含

む植生単位である典型亜群集（Table　2の亜群集C）を

アイアシ群集の選抜範型（lectotype）に指定した．

　本研究で識別された亜群集は次の通りである．

　（D　フクド亜群集

　　artemisletosum　fukudo　subass．　nov．　hoc　loco

　九州北部の福岡県の菓部を流れる長狭川や祓川などの

河口干潟でほ，塩生植生のフクド群集に隣接した微高地

に発達するアイアシの優占する植分は，フクド，ハマサ
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ジ，ウラギクを区分種としてフクド亜群集にまとめられ

た。このフクド亜群集は，さらに典型変群集とヨシを区

分種とするヨシ変群集に下位区分された．

　（2）シオクグ亜群集

　　caricetosum　scabrifohae　subass．　nov．　hoc　loco

　千葉県西部に位置し菓京湾に流れ込む小櫃川，神奈川

県三浦半島南西部の小網代そして九州北部の遠賀川の河

口干潟では，汽水域のヨシ群団に所属するシオクグ群集

に隣接した微高地に発達するアイアシの優占する植分

は，シオクグを区分種としてシオクグ亜群集にまとめら

れた．このシオクグ亜群集は，さらに典型変群集とヨシ

を区分種とするヨシ変群集に下位区分された．

　（3）典型亜群集

　　typicum　subass．　nov．　hoc　loco

　東京湾に流れ込む多摩川，千葉県小櫃川，三浦半島小

網代，大分県八坂川，福岡県遠賀川，機長狭川，佐賀県

筑後川，同罪角川，同塩田川，長崎県牧島，同西海，熊

本県前島，同二二の河口域に発達した干潟の中で地盤高

が高く，土壌中の塩分濃度も比較的高い後浜では，アイ

アシー種のみが優占し，時にヨシの混生した植分が形成

されている．このアイアシ優占植分は，典型亜群集にま

とめられた．このシオクグ亜群集は，さらに典型変群集

とヨシを区分種とするヨシ変群集に下位区分された．

　（4）スイカズラ亜群集

　　lo且iceretosum　japonicae　subass．　nov．1｝oc　loco

　三浦半島の小網代干潟に発達するアイアシ群集の後背

地には淡水性のヨシ群落やハゼやヤマグワなど旧地性の

先駆低木群落が分布するが，これらの群落に接したアイ

アシ優占植分には，しばしばスイカズラ，フジ，ノブド

ウなどのツル植物が混生する．この植分は前記ツル植物

を区分種としてスイカズラ亜群集にまとめられた．この

スイカズラ亜群集は，さらに典型変群集とヨシを区分種

とするヨシ変群集に下位区分された，

　㈲　ギシギシ亜群集

　　rumicetosum　laponicae　subass．　nov．　hoc　loco

　アイアシ群集の原記載地である東京都多摩川の河口干

潟に接し，砂泥が厚く堆積した高水敷には，ギシギシ，

アレチギシギシ，ケアリタソウなどカモジグサーギシギシ

群団：Agropyro　kamoli－Rumicion　japonicae　Miyawaki

et　Okuda　l972の要素を多く伴ったアイアシ優占群落が

比較的広い面積で発達している．この野分はホコガタア

カザ，ギシギシ，アレチギシギシ，シロザ，ホウキギク，

カモジグサを区分種とするギシギシ亜群集にまとめられ
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た．このギシギシ亜群集は，さらに典型変群集とヨシを

区分種とするヨシ変群集に下位区分された．

2．上級単位

　これまで明らかにされている上位の植生分類体系で

は，アイアシ群集は隣接群落であるシオクグ群集などと

ともに，ヨシ群団，ヨシオーダー，ヨシクラスに位置づ

けられている（尼川編圭975，大場｝980，宮脇・奥田

1990，宮脇ほか1994）．この植生体系が認められる理

由の一つとして，ヨシがアイアシ群集の中に高常在度で

出現することがあげられる．

　今回作成した総合常在度表（Table　2）からも明らか

なように，アイアシ群集の5つの亜群集のいずれにおい

ても，変群集レベルで必ずヨシ変群集が存在するなど，

アイアシ群集とヨシとの問には種組成的に強い適合性が

認められる．今回植生調査を行った各地のアイアシ群集

では，アイアシのみの純群落は希で，低被度ながらヨシ

の混生する三分が普通にみられた．

　この様に，種組成的にもまた相観的にもアイアシ群集

とヨシの同所的な共存関係が形成されるのは，地下部の

水脈に沿って延ばしたヨシの根茎の一部がアイアシ群集

の下にもぐり込み，そこから発芽した株が地表に伸長す

るためである（大野，未発表資料）．

　このアイアシとヨシとの間に見られる共存関係は，日

本の河川下流の淡水域に分布するオギとヨシの関係（奥

田1978）と類似している．すなわち，池沼などに隣接

した地下水位の高い高水敷に分布するオギ群集では，し

ばしばヨシの混生した植分がみられる．このオギ群集は

群落体系的に，オギーヨシ群団：Miscantho　sacchariHori－

Phragmition　Miyawakl　e主Okuda　l　972，ヨシオーダー，

ヨシクラスにまとめられている（Miyawa1（i＆Okuda

1972）．

　オギーヨシ群団の事例はアイアシ群集とヨシ群落の関

係にも当てはめることができる．すなわち，淡水域のオ

ギヨシ群団と同じ考え方で，汽水域に分布するアイアシ

群集とヨシ群落をまとめ，新たな群団を設けることは可

能と思われる．

　本研究ではアイアシを群団標徴種としてアイアシーヨ

シ群団lPhaceluro　latifolii－Phragmltion　all．　nov．　hoc

IOCOを認めた．なおこの場合，アイアシ群集はアイア

シーヨシ群団の命名上の範型群集となる．このアイアシー

ヨシ群団はオギーヨシ群団と同様に，ヨシオーダー，ヨシ

クラスに所属する．

　ところで，ヨーロッパのヨシクラスの群落体系では汽

水域に分布するヨシを含む抽水植物群落を
Bolboschoenion　maritimiにまとめている．この群団が

アイアシーヨシ群団と同様に汽水域に分布することから，

両群団を同質なものとしてまとめる考え方もある．しか

しながら，同じ汽水域に成立する群団ではあるが，

Bolboschoenion　maritimiは平均高潮線より地盤高が低

く，冠水頻度の多いいわゆる抽水域を生育地とするのに

対し（Ellenberg　1978，　Pott　1992），アイァシーヨシ群

団は大潮平均高潮線以上の地盤高の高い後浜を生育地と

するなど，両群団の成立立地は明らかに異なっている．

従って植生体系的には，Bolboschoenion　maritimiとア

イアシーヨシ群団は別の群団として扱うのが妥当であろ

う．

　日本では，Miyawaki＆Okuda（1972）が
Bolboschoenetea　maritimiを記載し，そこにサンカクイ

群落を位置づけていたが，最近の宮脇ほか（1994）の

植生体系では現在のヨーロッパの群落体系と同じように

Bolboschoenetea　maritimiを認めていない．しかしなが

ら日本には，イセウキヤガラ群集：Sclrpetum　iseensis

Miyawald　et　Ohba　l　969やシオクグ群集など汽水的環

境下の抽水域に分布する植物群落もみられることから

（Miyawaki＆Ohba　l　969），将来的には日本においても

ヨーロッパの場合と同様に，　ヨシ群団とは別に

BolboschQenion　maritimiと同質の群団を新たに設ける

必要がある．

お　　わ　　り に

　本研究では，アイアシ群集の成立立地の生態的特性や

その植生分類体系をある程度明らかにすることができた

が，アイアシの生活史や個体群動態についてはまだ不明

な部分が多い．例えば，台風による壊滅的な破壊により

新たに形成された河口干潟に，どのようにして定着し群

落を成立させて行くのか，最初は埋土種子起源なのか，

あるいは飛来した種子を起源とする一次遷移的な過程で

群落が形成されるのか明らかでない．

　全国各地に分布するアイアシ群集を観察した限りで

は，アイアシの個体の一部は秋に実をつけ種子散布を

行っているが，繁殖形態は根系からの萌芽による栄養繁

殖だけで，種子による有性生殖は見られなかった．また

種子をつけるのは土壌中の塩分濃度の高い前縁のヨシ群

落に隣接した立地に生育する個体がほとんどで，後背湿

地など淡水性のヨシ群落に隣接した土壌中の塩分濃度の

低い立地では出穂する個体は全く見られず，ほとんどの

株が根茎からの萌芽更新を行っていた．また干潟の後背

地に生育するアイアシ群落では，しばしば全ての桿が倒

れた状態が多く見られるが，これは後背地のアイアシで

は草丈が前縁の個体に比べて平均して高く，しかも桿の

先に多く葉を付けることから，最大に伸長した株は桿を

支えきれずに倒れたものと思われる．



　アイプシ群集の成立過程や維持機構，そして個体の繁

殖戦略や個体群動態などに関する生態学的知見は，アイ

アシ群集を含む干潟の塩生植生の保護保全のための指

針となるだけでなく，干潟全体の生物生態系の機能を解

明する上でも有益な資料となる．それゆえ今後は，アイ

アシに関する個体群生態学的研究を重点的に行う必要が

ある．
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摘 要

1神奈川県三浦半島の小網代におけるアイアシ群集の

分布特性に関わる生態学的研究成果により，アイアシ

群集が河口干潟における汽水的かつ好気的土壌環境下

　の立地に成立する塩生植生であることを明らかにし

　た．

2　アイアシ群集の原記載論文を含む既存資料と新た得

た植生調査資料を用いて群集組成表および総合常在度

表を作成し，植物社会学的植生単位の再検討を行った．

　この結果，アイアシ群集は，アイアシを唯一の標徴種

　とする植生単位であることが再確認された，

3　アイアシ群集の下位単位として，今回新たに，フク

　ド亜群集シオクグ亜群集，典型亜群集，スイカズラ

亜群集ギシギシ亜群集が識別された．さらに各亜群

集の共通の下位単位として，それぞれ典型変群集とヨ

　シ変群集が区分された．

4　アイアシ群集の上級単位として，今回新たに，河ロ
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干潟など汽水的かつ好気的土壌環境下の立地に生育す

るアイアシ群集を範型とするアイアシーヨシ群団が新

たに設立された．このアイアシーヨシ群団は，ヨシオー

ダー，ヨシクラスに所属する．
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